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１．研究計画の概要 
 
本研究では、視覚的文脈情報と文発話および
文理解のそれぞれにおいて、視覚的文脈情報
が韻律情報とその解釈にどのような影響を
及ぼすかを検討することを目的としている。 
 
２．研究の進捗状況 
 
本年度は、非統語的諸情報を統制した言語材
料を用いて、視覚的情報を操作したうえで、
話し手を対象にした眼球運動測定実験およ
び発話実験を行う予定であったが、研究代表
者が産休を取得したため、実験の刺激文を作
成するにとどまった。 
 
３．現在までの達成度 
④遅れている。 
研究代表者の産後休業および育児休業によ
り全体の計画は送れている。現在の段階では、
アクセント有無を統制したうえで、左右枝分
かれ構造の曖昧性を有するフレーズを作成
し、それに対しそれぞれの（左あるいは右枝
分かれ）解釈に対応するオブジェクトを含む
絵刺激を作成した。Ｈ２２年に研究を再開し、
刺激の自然さ評定等のノーミング調査を行
った上で、眼球運動測定実験を行う予定であ
るが、そのための視覚刺激についても作成途
中である。一方、昨年度より継続中であった
形容詞付加位置に関する曖昧性を用いた読
み時間実験については共同研究者を得て事
象関連電位測定法を用いた実験としてデザ
インを再検討したうえでこれを遂行・完了し
た。この実験の当初の予測として、韻律的に
複数のアクセント句からなる形容詞句では

単一のアクセント句からなるそれに比べて、
構造的に上位の名詞句に付加させる読み傾
向を示すというものであったが、読み時間デ
ータ分析および事象関連電位のコンポネン
トパタン分析の結果、韻律的長さが形容詞句
の付加位置に及ぼす影響は認められなかっ
た。この実験結果に理論的考察を加えた論文
を国内研究会で発表した。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
昨年度の継続として、作成途中であった実験
刺激文の自然さ評定等のノーミング調査を
行った上で、イントネーションと視覚刺激を
統制した眼球運動測定実験を行う予定であ
る。特に、話し手と聞き手の間で共有される
情報のみならず、解釈上ミスマッチが生じる
タイプの情報の実態を明らかにしたい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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